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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
垂 直 平 面 上 の 取 付 部 と 、 取 付 部 の 前 方 側 に 向 か っ て 垂 直 方 向 下 方 に 且 つ 取 付 部 の 後 方 側 に  
向 か っ て 垂 直 方 向 上 方 に 傾 斜 し た 第 一 支 持 片 と 、 第 一 支 持 片 の 傾 斜 の 下 端 部 側 で 接 地 す る  
前 方 支 持 端 部 と 、 第 一 支 持 片 の 傾 斜 面 に は 固 定 具 を 取 り 付 け る た め の 固 定 孔 と 、 第 一 支 持  
片 の 傾 斜 上 方 側 の 端 部 に は 支 持 片 頂 部 を 設 け 、 支 持 片 頂 部 の 取 付 部 の 後 方 側 端 部 の 先 に は  
、 垂 直 下 方 よ り も 後 方 側 で 接 地 す る 後 方 支 持 端 部 を 有 す る 第 二 支 持 片 と を 形 成 す る と 共 に  
、 取 付 部 は 第 一 支 持 片 の 前 方 支 持 端 部 か ら 垂 直 方 向 上 方 に 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 外  
装 下 地 材 取 付 用 金 具 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 に お い て 、 前 方 支 持 端 部 お よ び ／ ま た は 後 方 支 持  
端 部 に 凸 状 の 支 持 突 起 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 外 壁 の 改 修 に お い て 、 古 く な っ た 既 存 外 壁 を 撤 去 す る こ と な く 、 既 存 外 壁 上 に 新 規  
胴 縁 を 配 し 、 そ の 新 規 胴 縁 上 に 新 規 外 壁 を 施 工 す る 改 修 方 法 い わ ゆ る カ バ ー 工 法 が 知 ら れ  

請求項の数　2　（全7頁）
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て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ７ ５ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 １ は 、 既 存 外 壁 上 に 配 し た 胴 縁 と 、 胴 縁 上 に 固 定 し て 既 存 外 壁 を 覆 う よ う に 配 し  
た 新 規 外 壁 材 か ら 構 成 さ れ 、 胴 縁 を 固 定 す る 固 定 具 は 既 存 外 壁 を 貫 通 し て 既 存 外 壁 を 支 持  
す る 下 地 （ ア ン グ ル 材 や Ｈ 型 鋼 等 ） に 打 ち 込 ま れ て い る 外 壁 改 修 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 既 存 外 壁 を 支 持 す る 下 地 （ ア ン グ ル 材 や Ｈ 型 鋼 等 ） に 胴 縁 を 固  
定 す る 外 壁 改 修 構 造 を 採 用 し よ う と し た 際 に 、 建 物 に よ っ て は 、 建 物 の 基 礎 部 に 固 定 具 を  
固 定 す る た め の 適 当 な 下 地 （ ア ン グ ル 材 や Ｈ 型 鋼 等 ） が 存 在 し な い 場 合 が あ り 、 建 物 基 礎  
の 土 台 部 に お い て こ の よ う な 構 造 が 採 用 で き ず 、 十 分 な 取 付 強 度 を 得 る こ と が 難 し い 場 合  
が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 以 下 の 手 段 を 提 供 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
垂 直 平 面 上 の 取 付 部 と 、 取 付 部 の 前 方 側 に 向 か っ て 垂 直 方 向 下 方 に 且 つ 取 付 部 の 後 方 側 に
向 か っ て 垂 直 方 向 上 方 に 傾 斜 し た 第 一 支 持 片 と 、 第 一 支 持 片 の 傾 斜 の 下 端 部 側 で 接 地 す る  
前 方 支 持 端 部 と 、 第 一 支 持 片 の 傾 斜 面 に は 固 定 具 を 取 り 付 け る た め の 固 定 孔 と 、 第 一 支 持  
片 の 傾 斜 上 方 側 の 端 部 に は 支 持 片 頂 部 を 設 け 、 支 持 片 頂 部 の 取 付 部 の 後 方 側 端 部 の 先 に は  
、 垂 直 下 方 よ り も 後 方 側 で 接 地 す る 後 方 支 持 端 部 を 有 す る 第 ニ 支 持 片 と を 形 成 す る と 共 に  
、 取 付 部 は 第 一 支 持 片 の 前 方 支 持 端 部 か ら 垂 直 方 向 上 方 に 延 び て い る 外 装 下 地 材 取 付 用 金  
具 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
な お 、 前 方 支 持 端 部 お よ び ／ ま た は 後 方 支 持 端 部 に は 凸 状 の 支 持 突 起 を 形 成 す る こ と が 好  
ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 係 る 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 に よ れ ば 、 建 物 の 基 礎 の 土 台 部 お い て 、 十 分 な 取 付 強  
度 を 得 る こ と が で き 、 施 工 性 も 良 好 な 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 の 実 施 例 １ を 示 す 参 考 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 の 実 施 例 ２ を 示 す 参 考 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 の そ の 他 の 実 施 例 を 示 す 参 考 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 に 施 工 す る 胴 縁 取 付 用 金 具 の 例 を 示 す 参 考 斜  
視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 に 施 工 す る 胴 縁 の 例 を 示 す 参 考 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 の 施 工 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
以 下 に 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 に 係 る 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ に 示 す 実 施 例 １ の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ は 、 胴 縁 取 付 用 金 具 Ａ や 胴 縁 Ｂ を 取 り 付 け  
る 垂 直 平 面 上 の 取 付 部 ２ と 、 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ を 基 礎 の 土 台 部 Ｋ に 固 定 す る 際 に 固  
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定 具 α を 外 装 材 取 付 用 金 具 １ の 前 方 斜 め 上 方 か ら 挿 入 し 留 め 付 け る こ と が で き る 固 定 孔 ３  
を 有 し た 第 一 支 持 片 ４ と 、 取 付 部 ２ と 第 一 支 持 片 ４ と を 有 す る 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ を  
自 立 す る よ う に 支 え る 第 二 支 持 片 ５ と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
固 定 孔 ３ を 有 す る 第 一 支 持 片 ４ は 、 固 定 孔 ３ に 固 定 具 α を 前 方 斜 め 上 方 か ら 挿 入 で き る よ  
う に 、 固 定 孔 ３ が 起 き 上 が る よ う に 、 第 一 支 持 片 ４ の 後 方 側 が 垂 直 方 向 上 方 に 傾 斜 し て い  
る 。 つ ま り 取 付 部 ２ の 前 方 側 に 向 か っ て 垂 直 方 向 下 方 に 且 つ 取 付 部 ２ の 後 方 側 に 向 か っ て  
垂 直 方 向 上 方 に 傾 斜 す る よ う に 第 一 支 持 片 ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 方 支 持 端 部 ６ は 、 第 一 支 持 片 ４ の 前 方 側 の 端 部 （ 第 一 支 持 片 ４ の 傾 斜 下 方 の 端 部 ） （ 壁  
面 Ｈ の 前 方 側 の 端 部 ） で あ り 、 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ の 自 立 安 定 性 や 、 グ リ ッ プ 性 向 上  
の た め に 、 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ を 置 い た 際 に 接 地 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 二 支 持 片 ５ は 、 第 一 支 持 片 ４ の 後 方 側 端 部 に 、 支 持 片 頂 部 ８ を 設 け 、 支 持 片 頂 部 ８ の 取  
付 部 ２ の 後 方 側 端 部 は 、 垂 直 方 向 斜 め 下 方 に 向 け て 屈 曲 し て 形 成 さ れ 、 第 二 支 持 片 ５ の 端  
部 で あ る 後 方 支 持 端 部 ７ は 接 地 す る こ と で 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ を 支 え て 、 外 装 下 地 材  
取 付 用 金 具 １ が 自 立 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ こ で 、 第 ニ 支 持 片 ５ の 後 方 支 持 端 部 ７ は 、 第 一 支 持 片 ４ の 斜 面 上 方 端 部 で あ る 支 持 片 頂  
部 ８ の 垂 直 下 方 よ り も 後 方 側 に 存 在 す る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 第 ニ 支 持 片 ５ が 外 装 下 地  
材 取 付 用 金 具 １ の 後 方 側 斜 め 下 方 の 傾 斜 を 持 つ よ う に な り 、 こ の よ う な 傾 斜 を 持 つ 第 ニ 支  
持 片 ５ の 後 方 支 持 端 部 ７ が 接 地 し た 場 合 に は 、 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ の 自 立 安 定 性 の 向  
上 と 、 後 方 支 持 端 部 ７ の 接 地 部 分 で の グ リ ッ プ 性 の 向 上 、 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ に 固 定  
具 α を 留 め 付 け る 時 な ど の ず れ を 防 止 す る 効 果 等 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 、 図 ２ に 示 す 実 施 例 ２ の よ う に 、 本 発 明 の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ は 、 第 一 支 持 片  
４ の 前 方 支 持 端 部 ６ や 、 第 ニ 支 持 片 ５ の 後 方 支 持 端 部 ７ に 、 接 地 部 が 点 接 触 す る よ う な 又  
は 接 地 部 が 食 い 込 む よ う な 、 凸 状 の 支 持 突 起 ９ を 設 け る こ と で 、 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １  
の 接 地 部 に 対 す る グ リ ッ プ 性 が 向 上 し 、 施 工 時 の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ の ず れ を 防 止 す  
る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ の 形 状 に つ い て は 、 実 施 例 １ 、 実 施 例 ２ に 挙 げ た  
以 外 に も 各 種 の 形 状 が 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 二 支 持 片 ５ は 第 一 支 持  
片 ４ の 側 端 部 を 屈 曲 す る こ と で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ に 、 胴 縁 取 付 用 金 具 Ａ の 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ５ に 、 胴 縁 Ｂ の 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ や 胴 縁 取 付 用 金 具 Ａ 、 胴 縁 Ｂ の 材 質 は 、 各 種 の 鋼 材 、 例 え ば 溶 融  
亜 鉛 - ア ル ミ ニ ウ ム - マ グ ネ シ ウ ム 合 金 め っ き 鋼 板 等 の 高 耐 蝕 性 の め っ き 鋼 板 、 ス テ ン レ ス  
、 と い っ た も の が あ る が 、 特 に 材 質 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ６ に 本 発 明 の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ の 使 用 例 を 示 す 。 本 発 明 の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具  
１ は 、 建 物 の 基 礎 の 土 台 部 Ｋ 近 辺 の 壁 材 の 一 部 を 削 っ て 除 去 す る こ と で 壁 材 除 去 部 Ｊ を 設  
け 、 そ の 壁 材 除 去 部 Ｊ に 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ を 設 置 し 、 固 定 孔 ３ へ 固 定 具 α を 挿 入 し  
基 礎 の 土 台 部 Ｋ へ の 固 定 を 行 っ て 使 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ を 施 工 す る た め に 設 け た 壁 材 除 去 部 Ｊ は 、 例 え ば 壁 材 が Ａ  
Ｌ Ｃ 外 壁 で あ れ ば 、 Ａ Ｌ Ｃ 補 修 材 に て 埋 め 戻 し を 行 っ て お く こ と が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て 、 基 礎 の 土 台 部 Ｋ へ 固 定 し た 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ の 取 付 部 ２ に 胴 縁 材 等 を 固 定  
す る 。 こ の よ う に 本 発 明 の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ を 用 い る こ と で 、 基 礎 の 土 台 部 Ｋ 付 近  
に お い て 十 分 な 取 付 強 度 を 得 た い と き に 、 胴 縁 Ｂ 等 を 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ を 介 し て 強  
固 な 基 礎 の 土 台 部 Ｋ へ 固 定 す る こ と が で き 、 必 要 な 取 付 強 度 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
例 え ば 外 壁 の カ バ ー 改 修 の 際 に 、 既 存 壁 面 Ｈ へ の 取 り 付 け で は 壁 面 Ｈ の 劣 化 等 の 問 題 な ど  
の 理 由 か ら 新 規 外 装 材 や 新 規 外 装 下 地 材 の 取 付 強 度 の 確 保 が 十 分 に で き な い 場 合 が あ る が  
、 そ の よ う な 場 合 に 本 発 明 の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ を 活 用 す る こ と で 取 付 強 度 の 確 保 が  
可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 特 に 、 建 物 の 基 礎 の 土 台 部 Ｋ 付 近 に 固 定 具 を 強 固 に 固 定 す る た め の 適 当 な 既 存 外 壁  
の 下 地 （ ア ン グ ル 材 や Ｈ 型 鋼 等 ） が 存 在 し な い 場 合 （ 例 え ば Ａ Ｌ Ｃ 外 壁 の 縦 壁 挿 入 筋 構 法  
等 の 場 合 ） で あ っ て も 、 本 発 明 の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ を 活 用 す る こ と で 取 付 強 度 の 確  
保 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
も ち ろ ん 、 本 発 明 の 外 装 下 地 材 取 付 用 金 具 １ の 活 用 方 法 は こ れ ら の ケ ー ス に 限 定 さ れ る も  
の で は な く 、 各 種 の 構 造 、 改 修 、 新 築 に 用 い て 良 い し 、 基 礎 の 土 台 部 Ｋ 以 外 の 場 所 に 用 い  
て も 良 い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１     外 装 下 地 材 取 付 用 金 具
２     取 付 部
３     固 定 孔
４     第 一 支 持 片
５     第 ニ 支 持 片
６     前 方 支 持 端 部
７     後 方 支 持 端 部
８     支 持 片 頂 部
９     支 持 突 起
Ａ     胴 縁 取 付 用 金 具
Ｂ     胴 縁
Ｋ     土 台 部
α     固 定 具
Ｈ     壁 面
Ｓ     ス ペ ー サ ー
Ｊ     壁 材 除 去 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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